
大阪市立総合医療センター

第10回小児緩和ケアカンファレンス
～いくぞ、大阪！～

日 時 令和6年11月16日(土) 11:00～17:00（受付 10:30～）

場 所 大阪市立総合医療センター さくらホール（対面のみ）

内 容

対象者
小児緩和ケアの提供に携わる医療従事者
定員：100名（先着順）

費 用 1,500円（昼食代、茶菓子代として）

申 込
URLまたはQRコードよりお申し込みください
https://forms.gle/JEK9SUc581SgbnCM8

・ギアチェンジが難しい血液腫瘍患者の子どもを主体とした意思決定支援
～多職種でどのように取り組むべきなのか～

・患児の思いを尊重しながら最期まで学校生活が送れた事例

・小児ACPを実践した終末期医療アプローチ：在宅で看取った2例の経験を通して

・支援の少ない子どもと家族が終末期をその家族らしく過ごすために、
病院とホスピスが連携した事例

・大阪市立総合医療センターの終末期小児がん患者の地域医療連携の現状

当日は参加決定通知書のない方はご参加いただけません。必ず、通知書の受け取りを確認してください。

＜症例検討・活動報告＆ディスカッション＞

事務局 地方独立行政法人大阪市民病院機構大阪市立総合医療センター
がん医療支援センター 鈴木・本多
電話 06-6929-1221(代表)

参加申込締切：10月18日(金) ※参加の可否については11月1日(金)までに
メール及び書面にてご連絡いたします。

ミニレクチャー（大阪市立総合医療センター 緩和ケア内科 多田羅 竜平）

・AYA世代患者のエンド・オブ・ライフケア
・どうしてる？DNAR ※仮演題あり

https://forms.gle/JEK9SUc581SgbnCM8

